
取扱説明書

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のため、予告なしに変更することがあります。

TA-250P2 TA-250P2（D）

業務用・プロ用

警 告
●使用前に必ず取扱説明書を読む。
●使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メガネを着用する。
●安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検する。正常に作動しない場合は使用
しない。
●打つ時以外は絶対にトリガに指をかけない。
●射出口やエアダスタの吹き出し口を絶対に人体に向けない。
●移動する時、使用しない時、調整・修理・ピンネイル装填の時は必ずトリガをロッ
クし、エアホースをはずす。
●フック使用の時は、必ずトリガをロックし、エアホースをはずす。
●エアコンプレッサ以外の動力源は絶対に使用しない。
●揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。
●異常を感じたら絶対に使用しない。
●エアダスタを使用する時は、必ずトリガをロックする。
●エアダスタボタンを押したままでエアホースをはずさない。



このたびは、マックス釘打機ピンネイラをお買い上げいただきまして誠にありが
とうございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最後までよくお読
みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理解の上、
安全に適切にご使用くださるようお願いいたします。

■表示について
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11. 保証、アフターサービスについて …………………30
全国販売拠点、サービス拠点一覧

■絵表示について

この記号は「してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近く
の表示は具体的な禁止内容です。

この表示は、取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う
可能性が想定される場合を表しています。

この表示は取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。
また、取扱いを誤った場合には、釘打機本来の性能を発揮しないばか
りでなく本機の損傷につながる事が想定される場合を表しています。

警告

注意
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各部の名称

シリンダキャップ

エアプラグ

クリックレバー
警告シール

マガジン
スライダ

射出口

ボデー

フック
トリガ

エアプラグ
キャップ

排気口

コンタクトトップ
ユニット
（コンタクトアーム）

除針レバー
（空打防止レバー）

コンタクトアーム切替レバー

トリガロックダイヤル

アジャストダイヤル

エアダスタボタン
（TA-250P2（D））

エアダスタ吹出口
（TA-250P2（D））

固定ラバー

シリンダキャッププロテクタ
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q使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メ

ガネを着用する。

釘打作業をする時、打ち損じのピンネイルがはね返

り、眼に入ると失明する恐れがあります。作業する

本人はもとよりまわりの人も必ず保護メガネを着用

してください。

w防音保護具を着用する。

釘打作業をする時、排気音や排気エアから耳を守る

ため、作業環境に応じて防音保護具（耳栓等）を着

用してください。

e作業環境に応じた防具を着用する。

作業環境に応じてヘルメット、安全靴等の防具を着

用してください。

本機は、木材およびそれに類した材料を木材に止めることを目的とした釘打機です。指

定以外の用途、使用方法は重大な事故につながる恐れがあります。この取扱説明書の記

載事項を厳守してください。作業関係者以外、特に子供は作業場所に近づけないでくだ

さい。また、本機に触らせないでください。

作業前

q

w

e

安全作業のために

警 告
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安全作業のために

警 告
rエアホース接続前に必ず点検する。

エアホースを接続する前に下記の点検を必ず行って

ください。

1.ネジの締め付けが緩んでいたり、抜けていないか。

シリンダキャップの止め付けねじはシリンダキャ

ッププロテクタを取りはずして確認してくださ

い。取りはずし方は P21 シリンダキャッププロ

テクタ交換方法を参照してください。

2.各部部品が外れていたり、傷んでいないか。

3.トリガをロック（引けないよう固定）できるか。

4.①コンタクトアームをつまんで上下に動かし、ス

ムーズに動くか。

②除針レバーを押しながら、トリガを引き、コン

タクトアームが上下に動くか。

動かない場合は、絶対に使用しないでください。

異常のある場合は、お買い求めの販売店又はマック

スサービスファクトリー㈱へ点検・修理に出してく

ださい。

t固定ラバーがしっかり装着されている事を確認する。

固定ラバーがはがれているとシリンダキャッププロ

テクタを持った時に本体が落下する恐れがあります。

異常のある場合は、お買い求めの販売店又はマック

スサービスファクトリー㈱へ点検・修理に出してく

ださい。

r-1

r-4①

r-4②

t
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安全作業のために

警 告
yエアコンプレッサ以外の動力源は絶対に使用しない。

本機はエアコンプレッサによる圧縮空気を動力源と

する工具です。圧縮空気以外の高圧ガス（例：酸素、

アセチレン等）を使うと異常燃焼をおこし爆発の危

険を伴いますので、エアコンプレッサ以外は絶対に

使用しないでください。

uエアホース接続の時には必ず厳守する。

エアホースを接続するときは誤って作動させないよ

う下記のことを必ず守ってください。

1.トリガをロック（引けないよう固定）する。

2.射出口に触れたり、対象物に当てた状態にしない。

3.射出口やエアダスタの吹き出し口を絶対に人体に

向けない。

iエアホース接続時には必ず確認する。

使用前にはピンネイルを装填しないでエアホースを

本機に接続し下記の確認を必ず行ってください。

1.エアホースを接続しただけで作動音がしないか。

2.エアホースを接続しただけでエアダスタが作動し

ないか。

3.エアもれや異常音がしないか。

エアホースを接続しただけで作動したり、エアもれ

や異常音がする場合は故障しています。そのまま使

うと事故の原因となりますので、絶対に使用しない

でください。異常のある場合はお買い求めの販売店

又はマックスサービスファクトリー㈱に点検・修理

に出してください。

y

u-1

u-3

i
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安全作業のために

警 告
o安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検する。

正常に作動しない場合は使用しない。

使用前には必ず安全装置が完全に作動するか、確認

してください。本機は、射出口を対象物に当て、そ

してトリガを作動させないとピンネイルが発射され

ない構造となっています。ピンネイルを装填しない

でエアホースを接続し、トリガロックダイヤルをフ

リーにセットし、さらに除針レバーを押しながら確

認してください。

※下記の場合には安全装置が故障していますから本機

を絶対に使用しないでください。

1.トリガを引いただけで、作動音がする。

2.コンタクトアームを対象物に当てただけで作動音

がする。

異常のある場合はお買い求めの販売店又はマックス

サービスファクトリー㈱に点検・修理に出してくだ

さい。

!0指定ピンネイルを必ず使用する。

指定されたピンネイルと異なるものを使用すると本

機の故障や事故の原因となりますので、必ず指定の

ピンネイルをご使用ください。（13ページ参照）

!1作業場所を常に整理する。

作業場所が乱雑だとつまづくなどして思わぬ事故の

原因となります。作業場所は常に整理整頓をして安

定した姿勢で作業を行ってください。

o

o-1

o-2

!0

!1
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安全作業のために

警 告
q使用空気圧を必ず守る。

本機の使用空気圧範囲は0.45～0.8MPa（約4.5～

8kgf/cm2）です。対象物によりその範囲内で調整

し使用してください。0.8MPa（約8kgf/cm2）を超

えた圧力で使用すると本機の寿命を早めたり損傷に

よって危険を生じる恐れがあります。

w打つ時以外は絶対にトリガに指をかけない。

トリガに指をかけたまま本機を取り回し、誤って発

射した場合は思いがけない事故につながります。ピ

ンネイルを打つ時以外は絶対にトリガに指をかけな

いでください。

e射出口やエアダスタの吹き出し口を絶対に人体に向

けない。

射出口を人に向け、誤って発射した場合には思いが

けない事故につながります。また、射出口付近に手

足等を近づけての作業は危険ですからさけてくださ

い。同時に打ち損じたピンネイルが人に当たらない

よう作業中はまわりの人に注意をはらってください。

r向い合わせの釘打ちは絶対にしない。

向い合って釘打作業をすると、打ち損じたピンネイ

ルが前の作業者にあたり、思わぬ怪我をすることが

ありますので、向い合わせの釘打ちは絶対にしない

でください。

作業中

q

w

e

r
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安全作業のために

警 告
t射出口を確実に対象物に当てる。

射出口を確実に対象物に当てないと、一度打ったピ

ンネイルや木の節などに当たった場合ピンネイルが

はねたり、それたりして大変危険です。また、本機

が強く反発することもあり危険ですから、射出口を

確実に対象物に当ててください。

y揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。

本機やエアコンプレッサを揮発性可燃物（例：シン

ナー、ガソリン等）のそばで使うとピンネイル打込

時の火花による引火や、空気といっしょに吸入圧縮

され、爆発の危険を伴いますので、揮発性可燃物の

そばでは絶対に使用しないでください。

u移動する際は、必ずトリガをロックし、エアホース

をはずす。

エアホースを接続した状態でトリガを引いたまま本

機を持ち歩いたり、手渡し等をし、誤って発射した

場合には思いがけない事故につながります。移動す

る際は、トリガをロックし、エアホースをはずして

ください。

iフック使用の時は、必ずトリガをロックし、エアホ

ースをはずす。

oコンタクトトップユニット交換時は、必ずトリガを

ロックし、エアホースをはずし、ピンネイルを取り

のぞく。

!0落下やそれに類する衝撃を機械本体に与えた場合、

安全装置が正常に作動する事を確認してから作業を

再開する。

t

y

u

i
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安全作業のために

警 告

警 告
!1作業中断時は必ずトリガをロックし、エアホースを

はずす。

作業中のピンネイル装填、調整及びピンネイルづま

りを直すときは誤ってピンネイルを発射すると危険

ですから、必ず必ずトリガをロックし、エアホース

をはずしてください。

!2異常を感じたら絶対に使用しない。

作業中に本機の調子が悪かったり、異常を感じたら、

ただちに使用を中止してください。異常のある場合

はお買い求めの販売店又はマックスサービスファク

トリー㈱に点検・修理に出してください。

!1

!2

q作業終了時には必ずトリガをロックし、エアホース

をはずす。

作業終了時には、必ずトリガをロックし、エアホー

スをはずしてください。

TA-250P2（D）の場合はダスタボタンを押しながら

エアホースをはずさないでください。本機内部にエ

アが残る可能性があります。

w作業終了時には必ずピンネイルを抜き取る。

ピンネイルをマガジン内に残しておくと、次に使用

するときうっかり手を触れたり、誤って作動させた

場合、思わぬ事故につながることがあります。作業

終了時には必ずマガジン内のピンネイルを抜きとっ

てください。

作業後

q

w
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q足場の安全性を充分に確認する。

足場を使っての高所作業の場合、釘打作業中に落ち

ることのないように充分足場の安全性を確認してく

ださい。

wエアホースの確保。

高所作業の場合、エアホースは作業場所の近くに必

ず固定箇所を作ってください。これは不用意にホー

スが引っぱられたり、引っかかったりしたときの危

険を防ぐためです。また、ホースのたるみやねじれ

のないように注意してください。

e直射日光をさける。

本機やエアセット、エアコンプレッサは直射日光に

長時間あてたまま放置しないでください。また、エ

アコンプレッサはできるだけ日陰に設置して使用し

てください。

屋外作業について

q

w

e

警 告
e本機を絶対に改造しない。

本機を改造すると、本来の性能が発揮できないばか

りでなく安全性が損なわれますので、絶対に行わな

いでください。

e

安全作業のために
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打ち方

r水平面の釘打ち

前進姿勢で釘打作業を行ってください。安全で疲労

が少なく、正確で速い作業ができます。後退しなが

らの作業は足をとられるなど危険です。

t垂直面の釘打ち

本機を手の届く最も高いところまで差し上げ、上か

ら順に下へ釘打作業を行ってください。疲労の少な

い作業ができます。

※内、外壁の同時打ちは絶対にしないでください。

y傾斜面の釘打ち

下から上に向かって前進姿勢で釘打作業を行ってく

ださい。上から下に後退すると足を踏みはずす危険

があります。

r

t

y

安全作業のために



●メカニカル安全装置（シーケンシャルトリガ）

これはコンタクトアーム、そしてトリガ

の順に作動させないとピンネイルを発射

しないメカニズムです。つまりトリガを

引いただけのときや、コンタクトアーム

を打込対象物に当てただけのとき、また、

トリガ、コンタクトアームの順に作動さ

せたときはピンネイルは発射しません。

コンタクトアームを対象物に当ててから

トリガを引いたときのみピンネイルは発

射されます。 〈図-1〉

－ 11 －

トリガを引きます。 

コンタクトアームの先端を 
押し当てます。 

2

1

釘打作業の安全を確保するため、本機には次のような安全装置がついています。

〈図-1〉

トリガ

警 告
●安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検する。正常に作動しない場合は使

用しない。

使用前には必ず安全装置が完全に作動するか、確認してください。ピンネイルを

装填しないでエアホースを接続し、トリガロックダイヤルをフリーにセットし、

さらに除針レバーを押しながら確認してください。

※下記の場合には安全装置が故障していますから本機を絶対に使用しないでくださ

い。

1.トリガを引いただけで、作動音がする。

2.コンタクトアームを打込対象物に当てただけで、作動音がする。

異常のある場合はお買い求めの販売店又はマックスサービスファクトリー㈱に点

検・修理に出してください。

安全装置について



※本機は空打防止装置が装備されています

のでピンネイルを装填しない状態ではコ

ンタクトアームは動きません。安全装置

の確認をする場合やコンタクトアームの

動きを確認する場合は、除針レバーを押

し、空打防止装置を解除しながら行って

ください。 〈図-2〉

※ピンネイルを装填しない状態で確認して

ください。

●トリガロック装置

本機にはより安全に作業していただくた

めにトリガロック装置を標準装備してい

ます。トリガロック装置とは、作業しな

いときに本機の使用者の意志によってト

リガをロック（引けないように固定）す

ることにより作動できないようにするこ

とができる装置です。 〈図-3〉

ピンネイルを打っているとき以外はトリガロックダイヤルを押し回し、ロックの位置に

セットしエアホースをはずしてください。作業を始める場合はトリガロックダイヤルを

押し回しフリーの位置にセットしてください。

〈図-3〉

－ 12 －

トリガロック
ダイヤル

トリガ

安全装置について

〈図-2〉

除針レバー

コンタクト
アーム
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仕様及び付属品

商　　品　　名 マックス釘打機ピンネイラ

商 品 記 号 TA-250P2 TA-250P2（D）

バ ル ブ 機 構 ヘッドバルブ方式

ピンネイル送り機構 プッシャバネ送り方式

マガジン形式 横入れ方式

寸　　　　　法 （H）216 ×（W）66 ×（L）268 mm （H）216 ×（W）66 ×（L）284 mm

質　　　　　量 1.2kg 1.3kg

ピンネイル装填数 100本（最大約130本）

使用空気圧範囲 0.45～0.8MPa （約4.5～8kgf/cm2）

使 用 ホ ー ス 内径7mm以上、長さ30m以内

使 用 オ イ ル タービン油2種 ISO VG32（JIS K 2213）

安　全　装　置 メカニカル方式、トリガロック装置

装　　備　　品
六角棒スパナ3mm、コンタクトトップユニット 2ヶ、

シリンダキャッププロテクタ

付　　属　　品 キャリングケース、ジェットオイラ（油入）、保護メガネ、六角棒スパナ4mm

〈ピンネイルサイズ〉

●先端形状はチゼルポイントです。

C

A B

A B C 先端形状

P15F3カラー 0.6 0.6 15

P19F3カラー 0.6 0.6 19

P25F3カラー -S 0.6 0.6 25

P30F3カラー -S 0.6 0.6 30

P35F3カラー -S 0.6 0.6 35 チゼル

P45F3カラー -S 0.6 0.6 45 ポイント

P50F3カラー 0.6 0.6 50

（単位：mm）

ピンネイル
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使用方法

コンタクトアームが正常に作動するか確認

してください。正常に作動しない場合は使

用せず、お買い求めの販売店又はマックス

サービスファクトリー㈱に点検・修理に出

してください。

qトリガをロックし、エアホースをはずし、

ピンネイルを取りのぞきます。

wコンタクトアームをつまんで上下に動か

し、スムーズに動けば正常です。〈図-4〉

使用前に本機とエアコンプレッサを接続しないで使い方を覚えてください。

【コンタクトアームの動作確認】

【ピンネイルの装填方法】

qトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

wクリックレバーを押しながら、スライダ

を止まるまで静かに引き出します。

〈図-5〉

手順

〈図-5〉

スライダ クリックレバー

〈図-4〉
コンタクトアーム

警 告
●ピンネイルを装填するときは、必ずトリガをロックし、エアホースをはずす。

警 告
●コンタクトアームの動作確認をするときは、必ずトリガをロックし、エアホース

をはずし、ピンネイルを取りのぞく。
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〈図-7〉
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eマガジン内にピンネイルを入れます。こ

の時、ピンネイルの足先をマガジン下部

溝の奥までしっかり入れてください。

〈図-6〉

※特に短いサイズ（15、19mm）は、マガ

ジン下部の溝に入りづらいので確実に足

先が入っていることを確認してくださ

い。 〈図-6〉マガジン

ピンネイル

マガジン溝

注 意
●ピンネイル足先にすき間があるまま

スライダをセットするとピンネイル

つまりや本機の故障の原因となりま

す。 〈図-7〉

●足長さの違うピンネイルを同時に装

填しないでください。

●本数の少ないピンネイル（特に15・

19mm）を使用すると、ピンネイル

つまりの原因となります。

●本数の少ないピンネイルを一度に数

連装填するとピンネイルつまりの原

因となります。

〈図-8〉ピンネイル

rマガジン内のピンネイルを指で射出口内

へ送り込みます。 〈図-8〉

tスライダユニットを閉じます。

ピンネイルが溝
の底にしっかり
入っている。

ピンネイルが溝
に入っていない。

ピンネイルが溝
の外にセットさ
れている。
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コンタクトアーム切替レバー

押
さ
な
い
モ
ー
ド

チ
ョ
イ
押
し
モ
ー
ド

コンタクトアーム先端の状態 打ち方

【打ち方】

●押しかた選べる機構

（コンタクトアーム切替機構）

本機はコンタクトアーム切替レバーにより、コンタクトアーム位置を変更する事がで

きます。

警 告
●本機を作動させる時は、指等でコンタクトアームを固定しない。

（出荷時は「押さないモード」にセットされています。）

コンタクトアームを部材に軽く当てて、ト
リガを引くだけでピンネイルを発射する
事ができます。部材を傷つけずに狙った
場所に正確に打つ事ができます。

コンタクトアームを部材に少しだけ押し
当ててトリガを引く事でピンネイルを発射
する事ができます。コンタクトアームがク
ッション的な役割をはたし、従来機同様
の使い方ができます。

本機は、仕上がりと安全性を重視した単発打ち専用のメカニズムを装備しております。

qトリガロックをフリーの位置にセットし

てください。

wピンネイルを打とうとする場所にコンタ

クトアームの先端を押し当ててからトリ

ガを引きます。 〈図-9〉

eトリガを引いたままで、再度コンタクト

アームを対象物に当ててもピンネイルは

発射されませんので、トリガから指をい

ったんはなし、wの動作を繰り返し行っ

てください。

トリガを引きます。 

コンタクトアームの先端を 
押し当てます。 

2

1
〈図-9〉

トリガ

引っ込む 

下に出る 

コ
ン
タ
ク
ト
ト
ッ
プ

ユ
ニ
ッ
ト
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rコンタクトアームを押し付けたまま次の

打ち込み位置へ移動して再度トリガを引

いてもピンネイルを発射することができ

ます。 〈図-10〉

〈図-11〉●空打防止機構

本機は空打防止機構がついています。マ

ガジン内にピンネイルが入っていない場

合、及びピンネイル残量が約9本になっ

た場合、トリガを引いても動作しません。

ピンネイルを取り外す時は、トリガをロ

ックし、エアホースをはずしてから除針

レバーを押しながら取り除いて解除して

ください。 〈図-11〉

ピン

注 意
●除針レバーを押しながら打つと、ピンネイルが詰まったりし、故障の原因となり

ますので絶対にしないでください。

除針レバー

再度トリガを引きます。 

コンタクトアームの先端を 
押し当てたまま次の打込 
位置へ移動する。 

4

3

〈図-10〉

トリガ
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【フックについて】
フックをスライドさせる事でフック幅を変

える事ができます。 〈図-12〉

※キャリングケース収納時はフック幅を小

さくした状態で収納してください。

〈図-12〉

【フックの方向の変え方】
フックは本体右側に取り付ける事もできま

す。

q六角穴付ボルトを六角棒スパナ（4mm）

ではずします。 〈図-13〉

wフックを本体右側に取り付け再度六角穴

付ボルトを取り付けます。 〈図-14〉

〈図-13〉

〈図-14〉

フック

六角穴付
ボルト

六角棒スパナ
（4mm）
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【コンタクトトップユニットの交換方法】
本機には部材の保護のためにコンタクトトップユニットが装備されています。

1

3

2

4

〈図-15〉

コンタクトトップユニット

コンタクトアームA

qトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

wピンネイルをマガジン内より抜き取りま

す。

eアジャストダイヤルを最もピンネイルが

浮く状態にしてください（q）。〈図-15〉

rコンタクトトップユニット先端を引っ張

り（w）、コンタクトアームAを起こし

て（e）コンタクトトップユニットを外

します（r）。 〈図-15〉

tクリックレバーを押しながら、スライダ

を引き出します。 〈図-16〉

yスライダ後部内側に収納してあるコンタ

クトトップユニットを取り出します。

〈図-17〉

手順

〈図-16〉

〈図-17〉

アジャストダイヤル

警 告
●コンタクトトップユニットを交換する際は、必ずトリガをロックし、エアホース

をはずし、ピンネイルを取りのぞく。

スライダ クリックレバー
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1

2

〈図-19〉

u取り出したコンタクトトップユニットの

凹部をコンタクトアームA側にして、ノ

ーズ先端に入れます。 〈図-18〉

iコンタクトアームAを引っ張り（q）、

コンタクトトップユニットの凹部にはめ

込みます（w）。 〈図-19〉

oコンタクトアームをつまんで上下に動か

し、スムーズに動くことを確認してくだ

さい。 〈図-20〉

※コンタクトアームAがドライバガイドの

内側に確実に入っていることを確認して

ください。

凹部

〈図-18〉

コンタクトトップ
ユニット凹部

コンタクトアームA

コンタクトアームA

〈図-20〉 コンタクトアーム

ドライバガイド
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【シリンダキャッププロテクタ交換方法】
シリンダキャッププロテクタは交換する事ができます。

〈図-21〉

〈図-22〉

〈図-23〉

qシリンダキャッププロテクタに指を差し

入れ、左右の固定ラバーから外します。

〈図-21〉

w上方向にシリンダキャッププロテクタを

引っ張り取り外します。 〈図-22〉

手順

e新しいシリンダキャッププロテクタを押

し込み、固定ラバーがしっかりはまって

いる事を確認してください。 〈図-23〉

注 意
●固定ラバーから外さずに無理に引張

らないでください。固定ラバーがは

がれてシリンダキャッププロテクタ

を固定できなくなります。

警 告
●固定ラバーがしっかり接着されてい

る事を確認する。

シリンダキャッププロテクタをお求めの際

には、お買い求めの販売店または、マック

スサービスファクトリー㈱にご相談くださ

い。

固定ラバー
（左右両側）

固定ラバー
（左右両側）
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【エアダスタの使用方法】（TA-250P2（D）のみ）

警 告
●射出口やエアダスタの吹き出し口を絶対に人体に向けない。

●エアダスタを使用する時は、必ずトリガをロックする。

●エアダスタボタンを押したままでエアホースをはずさない。

〈図-24〉

〈図-25〉

qトリガロックをロックの位置にセットし

てください。

wエアを吹きたい所に吹き出し口を向けて、

エアダスタボタンを押してください。

〈図-24〉〈図-25〉

注 意
●エアダスタを長時間使用すると、一時的に打ち込み力が低下する場合があります。

エアコンプレッサの圧力が回復してから作業を始めてください。

●注油した直後にエアダスタを使用すると、オイルが吹き出し口より飛散する場合

があります。10～30発程度実打してからエアダスタを使用してください。

エアダスタ
ボタン

エアダスタ
ボタン

右手で握った場合

左手で握った場合
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配管についての注意

警 告
●エアコンプレッサ以外の動力源

は絶対に使用しない。

q動力源は必ずエアコンプレッサをお

使いください。高圧ガス（例：酸素、

アセチレン等）は絶対に使わないで

ください。

wエアセットはできるだけ本機1台に

1セット取付けるようにしてくださ

い。

eエアホースは内径7mm以上、長さ

30ｍ以内で使用してください。エ

アセット使用時は、エアセットから

釘打機までのエアホースを内径

7mm以上、長さ5ｍ以内で使用して

ください。 〈図-26〉

0
0.3

0.6

1.5
1.2

0.9

MPa

0.8
0.45

0.45～0.8MPa 
（約4.5～8kgf/cm2） 

で使用 

エアコンプレッサ 
補助タンク 

釘  打  機 

エアフィルタ 

レギュレータ 

オイラ 

エアセット 
エアホース 

（内径7mm以上） 
長さは5m以内とする 

※エアコンプレッサから釘打機までの 
　エアホースのトータル長さ30m以内 

内径7mm以上 
長さ5m以上 

〈図-26〉

〈配管図〉



エアホースの接続

〈図-27〉qエアプラグからエアプラグキャップをは

ずします。

wエアプラグにエアホースのエアチャック

を接続します。 〈図-27〉

エアチャック
エアプラグ

エアプラグキャップ

手順

警 告
●作業中断時は必ずトリガをロックし、エアホースをはずす。

－ 24 －

警 告
●エアホース接続の時は必ず厳守する。

エアホースを接続する時は誤って作動させないように下記のことを必ず守ってく

ださい。

1.トリガやエアダスタボタンに指をかけない。

2.射出口やエアダスタ吹き出し口に触れたり、対象物に当てた状態にしない。

3.射出口やエアダスタ吹き出し口を人体に向けない。
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アジャスタの調整と打込状態の確認

本機には打込深さを調整できるアジャスタが装備されています。打込みすぎは極端に保

持力が低下しますので作業の際には打込状態を確認して、アジャスタで深さを調整して

ください。 〈図-28〉

警 告
●調整の時は必ずトリガをロックし、

エアホースをはずす。

qトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

wピンネイルを装填します。

eエアコンプレッサの圧力を0.6MPa

（6kgf/cm2）にセットします。

r本機にエアホースを接続し、トリガロッ

クダイヤルをフリーにセットします。

tアジャスタの調整（ピンネイルの打込調

整）の前に一度テスト打ちしてください。

打込みたい深さを確認します。

yトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

uピンネイルを取り出します。

iアジャスタを回し調整します。〈図-29〉

※アジャスタを1回転させると約1mm上

下します。

o本機にピンネイルを装填します。

手順

〈図-28〉

アジャスタ

〈図-29〉

ピンネイルが沈む ピンネイルが浮く



ネイル頭が浮く 
（アジャスタを　 の方へ回す） 

適正 

ネイル頭が沈む 
（アジャスタを　 の方へ回す） 

〈図-30〉!0エアホースを接続し、トリガロックダイ

ヤルをフリーにセットしてさらにテスト

打ちをして適正かどうか確認してくださ

い。 〈図-30〉

!1適正であれば調整完了です。不適正であ

れば以上の手順をくり返してください。

!2適正状態が得られない場合はエアコンプ

レッサの空気圧を調整してください。

※足長さの長いピンネイル（45・50mm）を使用する時は、空気圧を高め0.6～0.8MPa

（6～8㎏f/cm2）に設定し使用してください。
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警 告
●0.8MPa（約8㎏f/cm2）を超えた圧力では絶対に使用しない。
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2

1

〈図-31〉

〈図-32〉

ピンネイルづまりの直し方

六角棒
スパナ

マガジン

警 告
●ピンネイルづまりを直す時は、必ずトリガをロックし、エアホースをはずす。

qトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

wピンネイルをマガジン内より抜き取りま

す。

eマガジン後部に収納してある六角棒スパ

ナを矢印方向に回し、引き抜きます。

〈図-31〉

rドライバガイドをとめている六角穴付ボ

ルトをゆるめて、ドライバガイドを先端

方向にずらし（q）、外します（w）。

〈図-32〉

t詰まったピンネイルを取り除きます。

yドライバガイドを上（ボデー側）寄せで

取り付け、六角穴付ボルトをしっかりと

締め付けてください。 〈図-33〉

※ドライバガイドが取り付けづらい場合

は、六角ボルトを外して取り付けてくだ

さい。

手順

ドライバ
ガイド

六角穴付
ボルト

〈図-33〉



性能を維持するために

q本機を大切に使う

落したり、ぶつけたり、叩いたりしますと、変形、

亀裂や破損を生じる場合があります。危険ですから

絶対に落したり、ぶつけたり、叩いたりしないでく

ださい。

wカラ打ちをしない

ピンネイルを装填しないでカラ打ちをくり返し行う

と各部の耐久性が低下しますのでさけてください。

eエア圧力を調整し、使用する。

打込対象物に合わせ、必ず空気圧を調整し使用して

ください。対象物に対して空気圧が高すぎるまま使

用しますと、各部の耐久性が低下しますので避けて

ください。

rエアセットを使用する

エアセットを使わないとエアコンプレッサ内の水分

やゴミが本機内に入り、錆や摩耗が発生して作動不

良の原因になります。なお、エアセットから本機ま

でのエアホースは長すぎると圧力低下となりますの

で5m以内にしてください。

t本機の水抜きをする

作業終了時エアプラグを下に向け十分水抜きしてく

ださい。
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y指定オイルを注油する

オイルはタービン油2種 ISO VG32（JIS K 2213）

を必ずお使いください。使用前使用後にエアプラグ

の口より2～3滴注油してください。指定外のオイ

ルを使用しますと、能力低下や故障の原因となりま

す。

uエアプラグキャップの使用方法

本機を使用しないときには、機械内部にゴミなど入

ると故障の原因となりますので、本機を使用しない

ときはエアプラグにキャップを装着してください。

iエアコンプレッサのタンク、補助タンク、エアセッ

トのエアフィルタの水抜きをする

エアコンプレッサのタンク、補助タンク、エアセッ

トのエアフィルタに水がたまると能力低下や故障の

原因となりますので定期的に水抜きをしてください。

o定期的に点検する

本機の性能を維持するために清掃、点検を定期的に

行ってください。点検はお買い求めの販売店又はマ

ックスサービスファクトリー㈱にお申しつけくださ

い。



保証、アフターサービスについて

【保証について】
●本機には保証書（梱包箱に添付）がついています。

●所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。

●本機の基本保証期間はお買い上げ日より1年間です。

「お客様登録カード」にて登録手続きしていただいたお客様に限り、保証期間が2年

間となります。

【アフターサービスについて】
●本機の調子が悪いときは、使用を中止して、お買い求めの販売店又はマックスサービ

スファクトリー㈱にご相談ください。

●保証期間中の修理は保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは

保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理は、修理によって機能が維持できる場合に、ご要望により有償

修理させていただきます。
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TEL（03）3669-8120㈹ 
 　 

札 幌 支 店  
仙 台 支 店  
盛 岡 営 業 所  
東 京 支 店  
水 戸 営 業 所  
宇 都 宮 営 業 所  
群 馬 営 業 所  
長 野 営 業 所  
柏 営 業 所  
多 摩 営 業 所  
名 古 屋 支 店  
浜 松 営 業 所  
大 阪 支 店  
神 戸 営 業 所  
広 島 支 店  
福 岡 支 店  
南 九 州 営 業 所  

　 
新 潟 マ ッ ク ス ㈱  
埼 玉 マ ッ ク ス ㈱  
千 葉 マ ッ ク ス ㈱  
横 浜 マ ッ ク ス ㈱  
静 岡 マ ッ ク ス ㈱  
金 沢 マ ッ ク ス ㈱  

富山営業所 
福井営業所 

京 滋 マ ッ ク ス ㈱  
岡 山 マ ッ ク ス ㈱  
四 国 マ ッ ク ス ㈱  

松山営業所 

　 
本社・高崎サービスステーション 
埼　　玉サービスステーション 
札　　幌サービスステーション 
仙　　台サービスステーション 
名 古 屋サービスステーション 
大　　阪サービスステーション 
広　　島サービスステーション 
福　　岡サービスステーション 
 

 
〒060-0041 
〒984-0002 
〒020-0824 
〒103-8502 
〒310-0043 
〒321-0933 
〒371-0844 
〒399-0033 
〒277-0871 
〒190-0022 
〒461-0025 
〒433-8117 
〒553-0004 
〒650-0017 
〒733-0035 
〒812-0006 
〒891-0115 

 
〒955-0081 
〒331-0823 
〒284-0001 
〒241-0822 
〒422-8036 
〒921-8061 
〒930-0827 
〒918-8237 
〒612-8414 
〒700-0971 
〒761-8056 
〒790-0951 

 
〒370-0031 
〒331-0823 
〒060-0041
〒984-0002 
〒461-0025 
〒553-0004 
〒733-0035
〒812-0006

 
札幌市中央区大通東6－12－8  
仙台市若林区卸町東2－1－29  
盛 岡 市 東 安 庭 2 － 10 － 3  
中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 6 － 6  
水 戸 市 松 ヶ 丘 2 － 3 － 27  
宇 都 宮 市 簗 瀬 町 2 3 1 3  
前 橋 市 古 市 町 2 3 3 － 5  
松 本 市 笹 賀 8 1 5 5 
柏 市 若 柴 2 9 7 － 1 2 
立 川 市 錦 町 5 － 17 － 19  
名古屋市東区徳川 1－ 11－ 23  
浜松市中区高丘東 2－ 22－ 15  
大 阪 市 福 島 区 玉 川 1 － 3 － 18  
神 戸 市 中 央 区 楠 町 6 － 2 － 4  
広島市西区南観音 7－ 11－ 24  
福 岡市博多区上牟田 1－ 5－ 1  
鹿 児 島 市 東 開 町 3 － 24  

 
三 条 市 東 裏 館 2 － 14 － 28  
さいたま市北区日進町 3－ 421  
四 街 道 市 大 日 1 8 7 0 － 1  
横 浜 市 旭 区 さち が 丘 7 － 6  
静 岡 市 駿 河 区 敷 地 1 － 3 － 2 6  
金 沢 市 森 戸 2 － 1 5 
富 山市上飯野字樋向割 10－ 8  
福 井 市 和 田 東 2 － 1 7 1 1  
京都市伏見区竹田段ノ川原町9  
岡 山 市 野 田 3 － 23 － 28  
高 松 市 上 天 神 町 7 6 1 － 3  
松 山 市 天 山 2 － 1 － 35  

 
高 崎 市 上 大 類 町 4 1 2  
さいたま市北区日進町 3－ 421  
札幌市中央区大通東6－12－8  
仙台市若林区卸町東2－1－29  
名古屋市東区徳川 1－ 11－ 23  
大 阪 市 福 島 区 玉 川 1 － 3 － 18  
広島市西区南観音 7－ 11－ 24  
福 岡市博多区上牟田 1－ 5－ 1

 
TEL（011）261-7141㈹ 
TEL（022）236-4121㈹ 
TEL（019）621-3541㈹ 
TEL（03）3669-8118㈹ 
TEL（029）255-3761㈹ 
TEL（028）636-3012㈹ 
TEL（027）210-7755㈹ 
TEL（0263）26-4377㈹ 
TEL（04）7132-1500㈹ 
TEL（042）528-3051㈹ 
TEL（052）935-8531㈹ 
TEL（053）439-3300㈹ 
TEL（06）6444-2031㈹ 
TEL（078）367-1580㈹ 
TEL（082）291-6331㈹ 
TEL（092）411-5416㈹ 
TEL（099）269-5347㈹ 

 
TEL（0256）34-2112㈹ 
TEL（048）651-5341㈹ 
TEL（043）422-7400㈹ 
TEL（045）364-5661㈹ 
TEL（054）237-6116㈹ 
TEL（076）240-1871㈹ 
TEL（076）452-0182㈹ 
TEL（0776）27-3378㈹ 
TEL（075）645-5061㈹ 
TEL（086）246-9516㈹ 
TEL（087）866-5599㈹ 
TEL（089）913-0608㈹ 

 
TEL（027）350-7820㈹ 
TEL（048）667-6448㈹ 
TEL（011）231-6487㈹ 
TEL（022）237-0778㈹ 
TEL（052）935-8210㈹ 
TEL（06）6446-0815㈹ 
TEL（082）291-5670㈹
TEL（092）451-6430㈹ 

マックスサービスファクトリー㈱ 

販売関係会社 

支店・営業所 

●マックスお客様ご相談ダイヤル（無料） 0120-228-358
月～金曜日午前9時～午後6時
『ナンバーディスプレイ』を利用しています。

●住所、電話番号などは都合により変更になる場合があります。

071204-00/02


